
事業評価調書〔新規要求公共事業〕
令 和 4 年 6 月 6 日

部 課
3 夢や希望のあるまち、持続可能な地域を創る 班 （内線）
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（３） 災害に強く、命を守る強靭な地域づくり
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事業評価
の視点

【基本方針】
　本県は毎年台風や梅雨前線豪雨などによる被害を受けていることから、河
川はん濫による浸水被害を防止するため、治水施設等のハード対策やダム
情報基盤整備等のソフト対策を進め、自然災害に強い安全な県土づくりに向
けて着実な推進を図る。

【事業評価の視点】
　①河川の規模、②流域の社会的重要性・将来像、③想定される被害、過去
の災害、④経済効果の４項目を総合的に考慮。

事業概要

事業箇所名 市町村名
　流下能力向上のために河道拡幅、河床掘削、護岸工、堰改築、橋梁架替等
を行う。

大川 新上五島町
三根川 対馬市

50 50

＜負担区分（％）＞ ＜県費の継ぎ足し＞
国 県 地元 条件

・総事業費が１億円以上のもの
・改良工事よる費用便益比が１以上であるもの。

・指定区間内の一級河川又は二級河川において施工される改良工事
・洪水による被害が防止される区域内の家屋が５戸以上。

＜様式１＞

評価対象事業名 河川改修費（公共）（総合流域防災事業）
作成年月日

事業所管
土木部 河川課

長崎県総合計画上
の位置づけ

柱 河川防災 5559
基本戦略

課（室）長名 松本　憲明
施策

事業群 防災・減災対策のための国土強靭化の推進



＜様式２＞ 

県債 一般財源

全体計画延長　Ｌ＝2,400m
河道拡幅、河床掘削、護岸工、橋梁架替

4,400,000 2,200,000 1,980,000 220,000 0

費用便益比 B/C=6.81＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：50％：00％

全体計画延長　Ｌ＝6,250m
河道拡幅、河床掘削、護岸工、橋梁架替、堰
改築

2,700,000 1,350,000 1,215,000 135,000 0

費用便益比 B/C=1.65＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：50％：00％

7,100,000 3,550,000 3,195,000 355,000 0

80,000 40,000 36,000 4,000 0
合計

三根川
みねがわ

対馬市 県 R23

　三根川水系は対馬市峰町に位置し、幹川流
路延長約6.0km、流域面積約30.9k㎡の二級河
川である。平成28年9月の豪雨、令和元年台
風17号等により、家屋の浸水や農地冠水等の
洪水被害が発生した。三根川及び田志川にお
いては流下能力が不足する区間が多く存在
し、沿川には家屋が密集していることから、河
川改修による治水安全度の向上が必要であ
る。

令和元年9月の浸水被害を受け、同年
11月に峰町三根上地区より河川改修
の要望書が提出されている。

A

測量、調査、設計 30,000 15,000 13,500 1,500 0

大川
おおかわ

新上五島町 県 R33

　大川水系は、新上五島町に位置し、幹川流
路延長約4.4km、流域面積約8.6k㎡の二級河
川である。昭和42年7月の梅雨前線豪雨によ
り、全壊流出、半壊、床上浸水等家屋被害が
発生した。大川及び木場川では流下能力が不
足する区間が多く存在し、沿川には家屋や公
共施設が密集していることから、河川改修によ
る治水安全度の向上が必要である。

平成17年及び平成28年豪雨などによ
り河川が増水しており、河川改修事業
に対する地域住民からの要望が強い。

A

測量、調査、設計 50,000 25,000 22,500 2,500 0

令和４年度新規要求箇所評価調書（総合流域防災事業)

（ふりがな）
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事業概要

(上段：全体、下段：R4）

事業費（単位：千円）
（上段：全体、下段：R4）

新規要望理由
（必要性、目的、効果、優先性、緊急性等）

地域の要望等

総
合
評
価事業費 国費

県費
市町村費等


